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論文及び審査結果の要旨 

本論文は、人口の高齢化が進む郊外住宅団地において見られる、高齢者世帯と子供世帯 

との近居をとりあげ、両者の世帯間の外出行為を通じた交流行動や日常生活やケアに関す 

る相互支援の内容から、今後の新しい生活のしかたのひとつの選択肢としてのネットワー 

ク居住のあり方とその現代的な意義について考察したものである。 

全体で５章より成り、第1章で研究の背景と目的、方法について延べた後、第２章では 

横浜市内の集合住宅団地における近居の実態と意識を分析し、親と子の相互交流の状況を 

示した。第３章では建替によって社会サービスが整備された住宅地においてその前後の比 

較をふまえ、生活支援ニーズについては社会サービスが担うものの近居ニーズは低くなく 

むしろ安心感などが高い傾向があることなどが示された。第４章では、両地域における近 

居事例の具体的交流事例を詳細に検討し、第５章で総括している。 

本論文においては、高齢者側からの子育てへの参加、子世帯側からの高齢者への生活支 

援などの実態を調査している。そこに生じている生活実態を考察することから、現状の課 

題と意義をとらえ、家族の関係と相互支援、さらにインフォーマルケアのあり方、ひいて 

は社会サービスの必要性などについての示唆を得る研究として価値のあるものと言える。 

 

注 論文及び審査結果の要旨欄に不足が生じる場合には、同欄の様式に準じ裏面又は別紙によること。 


